

資料８　自主防災組織に関する各種資料

防災計画（例）

○○町自主防災組織 防災計画

１　目的

この計画は、○○町自主防災組織の防災活動に必要な事項を定め、もって、地震そ

の他の災害による人的、物的被害の発生及びその拡大を防止することを目的とする。

２　計画事項

この計画に定める事項は、次のとおりとする。

（1）自主防災組織の編成及び任務分担に関すること。

（2）防災知識の普及に関すること。

（3）災害危険の把握に関すること。

（4）防災訓練に関すること。

（5）情報の収集伝達に関すること。

（6）避難に関すること。

（7）出火防止、初期消火に関すること。

（8）救出・救護に関すること。

（9）給食・給水に関すること。

（10）災害時要援護者対策に関すること。

（11）他組織との連携に関すること。

（12）防災資機材等の備蓄及び管理に関すること。

３　自主防災組織の編成及び任務分担

災害発生時の応急活動を迅速かつ効果的に行うため、また、平常時の活動をより円滑に行うため次のとおり防災組織を編成する。

４　防災知識の普及・啓発

地域住民の防災意識を高揚するため、次により防災知識の普及・啓発を行う。

（1）普及・啓発事項

普及・啓発事項は、次のとおりとする。

① 防災組織及び防災計画に関すること。

② 地震、風水害等についての知識（初動対応含む）に関すること。

③ 家庭における住宅の耐震化、家具の転倒防止に関すること。

④ 家庭における食料等の備蓄に関すること。

⑤ その他防災に関すること。

（2）普及・啓発の方法

防災知識の普及・啓発方法は、次のとおりとする。

① 広報誌、インターネット、パンフレット、ポスター等の配布

② 座談会、講演会、映画会等の開催

③ パネル等の展示

（3）実施時期

火災予防運動期間、防災の日等防災関係諸行事の行われる時期に行うほか、他の催し物に付随する形式で随時実施する。

５　地域の災害危険の把握

災害予防に資するため、次により地域固有の防災問題に関する把握を行う。

（1）把握事項

把握事項は次のとおりとする。

① 危険地域、区域等

② 地域の防災施設、設備

③ 地域の災害履歴、災害に関する伝承

④ 大規模災害時の消防活動

（2）把握の方法

災害危険の把握方法は、次のとおりとする。

① 長野市地域防災計画

② 座談会、講演会、研修会等の開催

③ 災害記録の編纂

６　防災訓練

大地震等の災害の発生に備えて、情報の収集・伝達、消火、避難等が迅速かつ的確に行いうるようにするため、次により防災訓練を実施する。

（1）訓練の種別

訓練は、個別訓練・総合訓練、体験イベント型訓練及び図上訓練とする。

（2）個別訓練の種類

① 情報収集・伝達訓練

② 消火訓練

③ 救出・救護訓練

④ 避難訓練

⑤ 給食・給水訓練

⑥ その他の訓練

（3）総合訓練

総合訓練は、２以上の個別訓練について総合的に行うものとする。

（4）体験イベント型訓練

防災を意識せずに災害対応能力を高めるために行うものとする。

（5）災害図上訓練（DIG）

実際の災害活動に備えるために行うものとする。

（6）防災訓練実施計画

訓練の実施に際しては、日時、場所、目的、実施要領等を明らかにした防災訓練実施計画書を作成し、消防署長に提出する。

（7）訓練の時期及び回数

① 訓練は、原則として春季及び秋季の火災予防運動期間中並びに防災の日に実施する。

② 訓練は、総合訓練にあっては年○回以上、個別訓練等にあっては随時実施する。

７　情報の収集・伝達

被害状況等を正確かつ迅速に把握し、適切な応急措置をとるため、情報の収集・伝達を次により行う。

（1）情報の収集・伝達

情報連絡班員は、地域内の災害情報、防災関係機関および報道機関等の提供する情報を収集するとともに、必要と認める情報を地域内住民、防災関係機関等に伝達する。

（2）情報の収集・伝達の方法

情報の収集・伝達は、電話、テレビ、ラジオ、インタ－ネット、有線放送、携帯無線機、伝令等による。

８　出火防止及び初期消火

（1）出火防止

大地震時等においては、火災の発生が被害を大きくする主な原因であるので、出火防止の徹底を図るため、毎月○日を「防災の日」とし、各家庭においては、主として次の事項に重点をおいて点検整備する。

① 火気使用設備器具の整備及びその周辺の整理整頓状況

② 可燃性危険物品等の保管状況

③ 消火器等消火用資機材の整備状況

④ その他建物等の危険箇所の状況

（2）初期消火対策

地域内に火災が発生した場合、迅速に消火活動を行い、初期に消火することができるようにするため、次の消火用資機材を配備する。

① 可搬式（小型）動力ポンプの防火水槽付近への配備

② 消火器、水バケツ、消火砂等の各家庭への配備

９　救出・救護

（1）救出・救護活動

建物の倒壊、落下物等により救出・救護を要する者が生じたときは、ただちに救出・救護活動を行う。この場合、現場付近の者は救出・救護活動に積極的に協力する。

（2）医療機関への連絡

救出・救護班員は、負傷者が医師の手当を要するものであると認めたときは、次の医療機関又は防災関係機関の設置する応急救護所に搬送する。

① ○○町○○病院

② ○○町○○診療所

③ ○○町○○保健所

（3）防災関係機関の出動要請

救出・救護班員は、防災関係機関による救出を必要とすると認めたときは、防災関係機関の出動を要請する。

１０　避難

災害の拡大等により、地域住民の人命に危険が生じ又は生じるおそれがあるときは、次により避難を行う。

（1）避難誘導の指示

長野市長の避難指示がでたとき又は自主防災会会長が必要であると認めたときは、自主防災会会長は、避難誘導班に対し避難誘導の指示を行う。

（2）避難誘導

避難誘導班員は、会長の避難誘導の指示に基づき、地域住民を市防災計画に定められた避難場所に誘導する。

（3）避難経路及び避難場所

① ○通り、ただし○通りが通行不能の場合は△通り

② ○○公園又は○○学校

（4）避難所の管理・運営

災害時における避難所管理・運営については、長野市災害対策本部の要請に協力する。

１１　給食・給水

避難地等における給食・給水は、次により行う。

（1）給食の実施

給食・給水班員は、市から配布された食料、地域内の家庭又は米穀類販売業者等から提供を受けた食料等の配分、炊き出し等により給食活動を行う。

（2）給水の実施

給食・給水班員は、市から提供された飲料水、水道、井戸等により確保した飲料水により給水活動を行う。

１２　災害時要援護者対策

（1）災害時要援護者台帳・マップ等の作成

災害時に避難状況を把握するため災害時要援護者台帳・マップ等を作成し、市、社会福祉協議会、民生委員・児童委員、訪問介護員、ボランティア、自治会等と連絡を取り合って定期的に更新する。

（2）災害時要援護者の避難誘導、救出・救護方法等の検討

災害時要援護者に対する円滑な避難誘導や効果的な救出・救護活動等について予め検討し訓練等に反映させる。

１３　他組織との連携

防災訓練や災害時の応急活動については、他の自主防災組織や災害ボランティア団体等と連携を図るものとする。

１４　防災資機材等

防災資機材等の整備及び管理に関しては、次により行う。

（1）配備計画

防災資機材等は、○○町○○倉庫に備蓄するものとする。

（2）定期点検

毎年○月第○ ○曜日を全資機材の点検日とする。

資料９　各種台帳（様式例）

■自主防災組織台帳

	組織名（　　　　　　　　　　　　）
	結成年月日　　　　　　年　　　月　　　日

	世帯数（　　　　　世帯）
	自治会・町会名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	事　業　内　容
	年　月　日
	金　額
	備　　考

	補助金交付実績
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	代 表 者 名
	期　間
	〒
	住　　所
	電 話 番 号
	備　考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	防災指導員名
	期　間
	〒
	住　　所
	電 話 番 号
	備　考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	
	年　度
	担 当 者 名
	指　導　内　容

	指　導　担　当　者
	年度
	
	

	
	年度
	
	

	
	年度
	
	

	
	年度
	
	

	
	年度
	
	

	
	年度
	
	

	
	年度
	
	

	
	年度
	
	

	
	年度
	
	

	
	年度
	
	

	
	年度
	
	

	
	年　月　日
	訓　練　内　容
	参加人員
	備　考

	防災訓練の実績
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	種　別
	年　月　日
	備　考

	表彰・損害補償等
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	特記事項
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


■世帯台帳


	自主防災組織名
	


※プライバシーの保護に配慮し、自主防災組織会長が責任を持って管理する。

	EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),世帯主氏名)
	

	住所
	

	連絡先
	電話：　　　　　　　　　　　　携帯電話：

	緊急連絡先
	　　　　　　　　　　（勤務先・親類）　電話：

	住居形態
	１．一戸建て・集合住宅・その他

２．木造・鉄筋コンクリート造・鉄骨・その他

３．建築年（　　　　　　年、築　　年）

	地域特性
	液状化危険地域・水害危険地域・土砂災害危険地域・その他（　　　　　）


	No.
	EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),世帯員氏名)
	続柄
	性別
	生年月日
	昼間の居場所

（平日）
	自主防災組織への緊急時の協力

可○　不可×
	防災上の参考事項

（役に立つ資格・技術等、要援護者、その理由）

	
	
	
	
	
	
	平日
	休日
	夜間
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	６
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	７
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	８
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	９
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	10
	
	
	
	
	
	
	
	
	


■人材台帳

	自主防災組織名
	


	資格・技能等
	EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),氏名)
	住所
	職業
	連絡先

（電話番号）
	備考

	
	
	
	
	昼
	
	

	
	
	
	
	夜
	
	

	
	
	
	
	昼
	
	

	
	
	
	
	夜
	
	

	
	
	
	
	昼
	
	

	
	
	
	
	夜
	
	

	
	
	
	
	昼
	
	

	
	
	
	
	夜
	
	

	
	
	
	
	昼
	
	

	
	
	
	
	夜
	
	

	
	
	
	
	昼
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	夜
	
	

	
	
	
	
	昼
	
	

	
	
	
	
	夜
	
	

	
	
	
	
	昼
	
	

	
	
	
	
	夜
	
	

	
	
	
	
	昼
	
	

	
	
	
	
	夜
	
	


資格・技能等の例：元消防団員、元警察官、元自衛官、整体・整骨師、保健・助産・看護師、栄養・調理師、建築士、大工、アマチュア無線有資格者、外国語通訳など
■防災資機材台帳

	倉庫所在地
	

	倉庫の構造
	

	倉庫の面積
	


	区

分
	品　名
	数　量
	区

分
	品　名
	数　量

	
	
	年
	年
	年
	
	
	年
	年
	年

	情報伝達用具
	メガホン
	
	
	
	救急用具
	担架
	
	
	

	
	ハンドマイク
	
	
	
	
	救急セット
	
	
	

	
	トランシーバー
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	携帯ラジオ
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	乾電池
	
	
	
	避難用具
	懐中電灯
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	強力ライト
	
	
	

	消火用具
	消火器
	
	
	
	
	誘導灯
	
	
	

	
	消火器格納庫
	
	
	
	
	小型発電機
	
	
	

	
	可搬式動力ポンプ
	
	
	
	
	ロープ
	
	
	

	
	可搬式散水装置
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	バケツ
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	砂袋（ﾋﾞﾆｰﾙ）
	
	
	
	給食給水用具
	釜（かまど付）
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	大鍋
	
	
	

	救出及び障害物除去用具
	バール
	
	
	
	
	給水タンク
	
	
	

	
	丸太
	
	
	
	
	浄水装置
	
	
	

	
	はしご
	
	
	
	
	はし
	
	
	

	
	のこぎり
	
	
	
	
	おたま
	
	
	

	
	掛矢
	
	
	
	
	紙皿
	
	
	

	
	斧
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	スコップ
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	つるはし
	
	
	
	その他
	テント天幕
	
	
	

	
	鍬
	
	
	
	
	ビニールシート
	
	
	

	
	もっこ
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	石み
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	なた
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ペンチ
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	鉄線ばさみ
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	大ハンマー
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	片手ハンマー
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	一輪車
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ロープ
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	ゴムボート
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